


様式７の２
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（１） 洪水調節　：　ダム地点計画高水流量850㎥/sのうち、690㎥/sの洪水調節を行う。

（２） 流水の正常な機能の維持　：　既得用水の補給を行うなど、流水の正常な機能の維持の増進を図る。
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淀川水系安威川　安威川ダム建設工事計画説明表（補助事業）
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様式７の３

（単位：千円）
総 事 業 費
金 額

平成29年度
金 額

平成29年度
迄 金 額

平成30年度
以 降 金 額

平成30年度
金 額

事業費 135,576,000 8,030,000 115,381,085 20,194,915 7,000,000

工事費 133,905,000 8,000,000 113,844,999 20,060,001 7,000,000

本工事費 43,550,000 6,848,000 29,041,561 14,508,439 4,747,000

ダム費 40,604,000 6,848,000 28,131,895 12,472,105 4,742,000 ○基礎掘削工 ΣC= 200,000 ○監査廊工 ΣC= 130,000

・ 基礎掘削工 1,780千 ｍ3 C= 200,000 ・ 監査廊 16,500 ｍ3 C= 130,000

○材料山工 ΣC= 280,000 ○洪水吐工 ΣC= 455,000

・ 材料山掘削工 265,900 ｍ3 C= 280,000 ・ 洪水吐 105,200 ｍ3 C= 455,000

○基礎処理工 ΣC= 120,000 ○諸工事 ΣC= 235,000

・ ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄｸﾞﾗｳﾄ 4,964 ｍ C= 90,000 ・ 堤体観測設備工 1 式 C= 20,000

・ ｺﾝﾀｸﾄｸﾞﾗｳﾄ 22,233 ｍ C= 30,000 ・ 土捨場工 1 式 C= 200,000

・ 堤体取付道路工 1 式 C= 15,000

○堤体工 ΣC= 1,877,000 ○ダム用仮設備工 ΣC= 565,000

・ 堤体盛立 2,225千 ｍ3 C= 1,877,000 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ製造設備 1 式 C= 310,000

○取水放流設備工 ΣC= 880,000 ・ 濁水処理設備 1 式 C= 140,000

・ 取水設備制作 1 式 C= 580,000 ・ 諸設備 1 式 C= 115,000

・ 取水放流設備据付 1 式 C= 300,000

管理設備費 1,482,000 0 0 1,482,000 5,000 ○通信警報観測設備 ΣC= 5,000

・ 電気設備 C= 5,000

仮設備費 1,464,000 0 909,666 554,334 0

測量設計費 10,190,000 416,000 9,863,933 326,067 333,000 ○水文調査 ΣC= 15,000 ○設計・検討・試験委託 ΣC= 188,000

・ 流量観測 1 式 C= 10,000 ・ グラウト解析 1 式 C= 50,000

・ 水質観測 1 式 C= 5,000 ・ 岩盤スケッチ 1 式 C= 80,000

○環境調査 ΣC= 60,000 ・ 道路設計 1 式 C= 10,000

・ ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査 1 式 C= 60,000 ・ 周辺整備設計 1 式 C= 10,000

○業務委託 ΣC= 70,000 ・ その他調査（測量等） 1 式 C= 20,000

・ 業務委託 1 式 C= 70,000 ・ その他検討（引継等） 1 式 C= 18,000

用地費及補償費 80,145,000 736,000 74,923,076 5,221,924 1,920,000

補償費 53,100,000 36,000 52,514,569 585,431 70,000 ○特殊補償 ΣC= 70,000

・ 鉄塔移設 1 式 C= 70,000

補償工事費 27,045,000 700,000 22,408,507 4,636,493 1,850,000 ○付替市道 ΣC= 1,350,000 ○一般補償 ΣC= 500,000

・ 橋梁上部 1 式 C= 292,000 350,000

・ 橋梁下部 1 式 C= 669,000 150,000

・ 道路工 1 式 C= 389,000

船舶及機械器具費 20,000 0 16,429 3,571 0

（事務費） 1,671,000 ≪30,000≫ 1,536,086 ≪134,914≫ ≪≫

平成30年度　　　　安威川ダム建設工事年度別内訳及び実施内容

項　　　　　　　目 平成30年度実施内容



 安威川ダム事業計画概要図 

高槻市 

車作 

生保 

安威 

下音羽 

清阪 

大岩 

旧府道茨木亀岡線 大岩残土 
処分地 

【様式7の4】 

茨木市 

桑原大門寺 

地区代替地 

生保地区 

代替地 

車作地区 

代替地 

（旧計画） 
原石山 

大門寺 

付替府道茨木亀岡線全線 Ｌ＝5.4km（平成22年9月供用開始）  

【大阪府】 

桑原 

亀岡 

付替府道茨木亀岡線 

左岸道路 

府道茨木亀岡線 

茨木 

基礎掘削工       1,780千㎥         

ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄｸﾞﾗｳﾄ工    4,946m       

ｺﾝﾀｸﾄｸﾞﾗｳﾄ工     2,233ｍ     

堤体盛立工      2,225千㎥   

監査廊工         16,500㎥    

洪水吐工         1式       

取水放流設備製作   1式      

取水放流設備据付   1式       

ｺﾝｸﾘｰﾄ製造設備    1式      

濁水処理設備      1式      

諸設備           1式     

H29年度まで 

H30年度実施 

H31年度以降 

凡   例 

ダム標準断面図(上流側⇒下流側） 

設計洪水位 ＥＬ=128.9m 

常時満水位 ＥＬ=99.4m 

サーチャージ水位 ＥＬ=125.0m 

堆砂位 ＥＬ=90.2m 

ダム天端 ＥＬ=131.5m 

ＥＬ=55.0m 

ＥＬ=65.0m 

H
=

7
6
.5

m
 

コア― 上流側外部ロック 下流側外部ロック 上流側内部ロック 下流側内部ロック 

左岸道路 全体計画 Ｌ＝3.3km  

ダム軸縦断図（右岸側⇒左岸側） 
左岸側 右岸側 上流側 下流側 

堤体観測設備工 1式    

土捨場工     1式   

材料山掘削工   265,900㎥    

3号 4号 

10号 

9号 

8号 

7号 

6号 

5号 

2号 
1号 

付替市道 

  橋梁下部工 1式（4号橋、5号橋、6号橋）  

 橋梁上部工 1式（4号橋）            

 道路工    1式（4号橋～7号橋）      

コア山 

特殊補償（鉄塔移設）   １式  

基礎掘削 堤体盛立 

ロック材 
（購入） 



様式７の５

（単位：千円）

数量 金 額 数量 金 額 数量 金 額 数量 金 額

先行取得年度
○○年度

補償費小計

用地測量費

直接管理費

小計

利子支払額

合計

（注）１．工種、種別、細別は実施計画のそれぞれの費目による。
　　　２．摘要欄に先行取得年度及び利子支払額の積算根拠を記載すること。

用地先行取得国庫債務負担行為内訳表

工 種 種 別 細 別
債 務 負 担
全 体 計 画

再 取 得 額

摘 要
平成○○年度
ま で

平成○○年度
以 降

平成○○年度

安威川ダム 該当なし 



様式７の６

（単位：千円）

数量 金 額 数量 金 額 数量 金 額 数量 金 額

合計
（出来高予定額）

支払限度額

（注）１．工種、種別、細別は実施計画のそれぞれの費目によること。
　　　２．作成上の注意事項については、別途通知する。

国　庫　債　務　負　担　行　為　内　訳　表

工 種 種 別 細 別

債 務 負 担
全 体 計 画

国債として施工及び支出すべき年度別内訳

摘 要平成○○年度 平成○○年度 平成○○年度

安威川ダム 該当なし 



大阪府所管のダム位置図 

 

○箕面川ダム（箕面市）・・・・・・・昭和58年度 完成 治水ダム 

○狭山池ダム（大阪狭山市）・・・平成13年度 完成 治水ダム 

○安威川ダム（茨木市）・・・・・・・事業中 治水ダム 

○槇尾川ダム（和泉市）・・・・・・・中止 治水ダム 

 
 
 

槇尾川ダム 

補助・治水・休止 

 
 
 

狭山池ダム 

補助・治水・管理中 

 
 
 

箕面川ダム 

補助・治水・管理中 

 
 
 

安威川ダム 

補助・治水・建設中 



（様式２の６）

県名　：

事業名 箇所名 事 業 費
国庫債務
基 本 額

補 助 率
国庫債務
金 額

平成29年
度

平成30年
度

平成31年
度

平成32年
度

0 0 0 0 0 0 0合計

平成30年度河川総合開発事業国庫債務負担行為調書
（単位：千円）

事業の名称
債務負担行為の
目的及び 内容

国庫債務負担行為限度額 年度割
備考

安威川ダム 該当なし 



様式－L

                                                              　　　 (単位：千円）     

予算額A 繰越率※ 予算額 繰越率

【記載例】

○○ダム 1,570,000 2,080,000 0 540,000 20,000 34.4% 2,135,000 2,675,000 0 300,000 0 14.1% 2,208,000 2,508,000 0 0

安威川ダム 4,330,000 5,750,000 2,142 0 0 0.0% 6,200,000 6,200,000 104 703,900 0 11.4% 8,000,000 8,703,900 0 3,258,000

※繰越率　＝　（繰越額B)　／　（予算額A）　×　１００

平成29年度歳出予算の執行状況【共同費】

事業名 歳出予算
現額

不用額
繰越額B

未契約額

平成29年度

上段：全体
下段：うち補正,流用分

歳出予算
現額

平成27年度

上段：全体
下段：うち補正,流用分

うち
未契約分

繰越額
予算額上段：全体

下段：うち補正,流用分

上段：全体
下段：うち補正,流用分

平成28年度

上段：全体
下段：うち補正,流用分

上段：全体
下段：うち補正,流用分

うち
未契約分

歳出予算
現額

不用額

掘削の進捗にあたり、
一部切土法面として不
安定な箇所が生じた。
この対応に時間を要し
たこと、また地質状況へ
の対応として掘削量も
増加しており、掘削工
程に遅延が生じた。
これにより、当初想定し
ていた盛立工事にも遅
れが生じた。
さらに掘削遅延に伴っ
て残土の発生が滞った
ことから、土捨て場の整
備にも遅延が生じた。

繰越の
主な要因

想定地質との相違に伴
う基礎処理工法検討
による

年度当初から施工して
いた法面対策につい
て、年度途中に対策対
象である法面に湧水が
見受けられた。
これにより経過を観察し
ながら施工を進めること
になり、工程に遅延が
生じた。

繰越
見込額

繰越の
主な要因



様式－懸案
道府県・ダム名
懸案項目 住民訴訟(1/3)
懸案内容

対応方針

参考

 

「安威川ダム建設事業に関して、一切の公金を支出し、契約を締結し、又は債務その他の義務を負担してはならない」とする訴
訟が提起されている。（平成26年2月17日）

○ 原告の主張
１） ダムサイト付近に活断層（馬場断層）があり、かつダムサイトの断層は馬場断層の分岐断層・副断
層である。
２） ダムサイトの岩盤は脆弱であり、ダム建設には不適切である。
３） 安威川ダムにかかる河川整備計画およびダム検証はダムありきのものであり、裁量権の濫用である。

○ 経過
平成２５年１１月２５日 原告   から住民監査請求：主張は訴訟と同様
平成２６年 １月２０日 住民監査請求棄却
平成２６年 ２月１７日 原告   らから提訴
平成２６年 ３月１１日 訴状及び第１回口頭弁論期日呼出状及び答弁書催告状が送達
平成２６年 ５月 ９日 第１回口頭弁論期日【被告答弁書提出】
平成２６年 ７月１８日 第２回口頭弁論期日【被告準備書面１：訴状に対する認否 提出】
平成２６年１０月１０日 第３回口頭弁論期日【被告準備書面２：積極的主張 提出】
平成２７年 １月２３日 第４回口頭弁論期日【原告求釈明 原告準備書面１（地質・設計）、原告準備書面２（治水計画） 】
平成２７年 ４月２４日 第５回口頭弁論期日【被告釈明：原告準備書面１(地質・設計）、原告求釈明：原告準備書面４（地
質・設計）】
平成２７年 ７月１３日 準備書面提出期限
平成２７年 ７月２２日 第６回口頭弁論期日【被告釈明：被告準備書面４（原告準備書面１～３）、原告求釈明：原告準備
書面４（地質・設計）】
平成２７年１１月１８日 第７回口頭弁論期日【被告求釈明：被告第５準備書面（原告準備書面４）、原告求釈明：原告準備
書面５（治水計画）】
平成２８年１月１５日 進行協議【原告連絡書（地質・設計）、被告口頭説明（一部回答を保留）】
平成２８年２月 ５日 第８回口頭弁論期日【被告求釈明：被告第６準備書面（原告準備書面５）】
平成２８年３月１１日 被告準備書面７提出【進行協議（１／１５）回答分を書面で提出】
平成２８年４月１５日 被告準備書面８提出【進行協議（１／１５）回答保留分を書面で提出】
平成２８年５月１６日 第９回口頭弁論期日【原告求釈明：原告第６準備書面（治水計画）】
平成２８年７月１５日 第１０回口頭弁論期日【被告求釈明：被告第９準備書面（原告準備書面６）、原告求釈明：原告準備
書面７（断層関係）】
平成２８年９月１６日 第１１回口頭弁論期日【被告求釈明：被告第１０準備書面（原告準備書面７）、原告主張：原告準備
書面８（基礎岩盤関係）】
平成２８年１２月１９日 第１２回口頭弁論期日【被告反論：被告第１１準備書面（原告準備書面８）、原告主張・求釈明：原
告準備書面９（治水計画）、
平成２９年３月８日 第１３回口頭弁論期日【被告反論・求釈明：被告第１２準備書面（原告準備書面９）、被告第１３準備書
面（原告準備書面１０）準備書面（治水計画）・被告求釈明（断層関係）：被告準備書面、原告主張：原告準備書面１１（基
礎岩盤関係）、原告準備書面１２（治水計画）】
平成２９年６月１２日 第１４回口頭弁論期日【被告反論：被告第１４準備書面（基礎岩盤関係）・被告反論：被告第１５準備
書面（治水計画関係）・期日後追加被告求釈明：被告第１６準備書面（治水計画関係）、原告反論：原告１３準備書面（断
層関係）】
平成２９年９月１１日 第１５回口頭弁論期日【被告反論：被告第１７準備書面（断層関係）、原告主張：原告準備書面１４
（治水計画関係）、原告求釈明（基礎岩盤関係（事業評価））】
平成２９年１１月８日 第１６回口頭弁論期日【被告反論：被告第１８準備書面（治水関係）、被告釈明：被告第１９準備書面
（基礎岩盤関係（事業評価）の一部）】

次回 平成３０年１月２４日 第１７回口頭弁論期日【被告釈明：被告第２０準備書面（基礎岩盤関係（事業評価）の残り）提
出】

治水計画、基礎岩盤関係、断層関係に関して原告の求釈明、主張に対して反論を実施している。
平成２９年９月１１日 第１５回口頭弁論期日【被告反論：被告第１７準備書面（断層関係）、原告主張：原告準備書面１４
（治水計画関係）、原告求釈明（基礎岩盤関係（事業評価））】
平成２９年１１月８日 第１６回口頭弁論期日【被告反論：被告第１８準備書面（治水関係）、被告釈明：被告第１９準備書面
（基礎岩盤関係（事業評価）の一部）】

次回 平成３０年１月２４日 第１７回口頭弁論期日【被告釈明：被告第２０準備書面（基礎岩盤関係（事業評価）の残り）提
出】

27 大阪府 安威川ダム



様式－懸案
道府県・ダム名
懸案項目 住民訴訟(2/3)
懸案内容

対応方針

参考
○ 経過
平成２８年２月１日 原告から住民監査請求：主張は訴訟と同様
平成２８年２月２６日 住民監査請求棄却
平成２８年３月２５日 原告から提訴
平成２８年４月１８日 訴状及び第１回口頭弁論期日呼出状及び答弁書催告状が送達
平成２８年５月２５日 第１回口頭弁論期日【訴状、原告準備書面１、被告答弁書】
平成２８年７月２０日 第２回口頭弁論期日【被告準備書面１、被告上申書】
平成２８年１０月３日 第３回口頭弁論期日【原告準備書面２、被告上申書】
平成２８年１１月１４日 第４回口頭弁論期日【原告準備書面３】
平成２９年１月３０日 第５回口頭弁論期日【原告準備書面４】
平成２９年４月２４日 第６回口頭弁論期日【被告準備書面２】
平成２９年６月１４日 弁論準備期日【原告準備書面５】
平成２９年８月７日 弁論準備期日【被告準備書面３】
平成２９年１０月１１日 弁論準備期日【被告準備書面４、原告準備書面６】
平成２９年１２月７日 弁論準備期日【被告準備書面５】

次回、平成３０年２月６日 口頭弁論期日【原告反論（予定）】

27 大阪府 安威川ダム

府は、安威川ダム建設事業に必要な土地について、公共用地境界を確定するとともに、当該土地の面積を測量の結果、その面
積は、公簿上は４６２㎡であるものの、実測では８６８．６２㎡であることが判明した。その後、当該土地の買収のために、原告
を除く本件共有者に対して実測面積に基づく補償を行った。

○原告の主張
原告は、当該土地の面積が公簿面積より特に多いとは考えられず、測量及びこれに基づく本件補償は職員及び関係者の背任
的不法行為であり、補償先に不当利得を与えるものとなると主張。

補償当時の所長、補償当時の府知事に対して、公募面積で算定した補償金額と買収面積で算定した補償金額の差額うち、
を除く共有者に支払った17,975,261円の請求、    を除く共有者に対して不当利得額に応じた金員の請求を大阪府知事に求
めるとして、訴訟を提訴したもの。

用地買収（面積算定）に関して、原告の主張に対して反論を実施していく。
平成２９年１２月７日 弁論準備期日【被告準備書面５】

次回、平成３０年２月６日 口頭弁論期日【原告反論（予定）】



様式－懸案
道府県・ダム名
懸案項目 住民訴訟(3/3)
懸案内容

対応方針

参考

27 大阪府 安威川ダム

土地収用補償金請求事件に対する損失補償に関する訴訟
○原告の主張
１ 収用裁決は違法不当（３点の問題がある）
（１） 収用委員会が依頼した鑑定人は、府と通謀して著しく低い誤った評価をした。
（２） 原告以外の共有者らに対する買収価格の２分の１以下の低価であること。
（３） 原告の実質買収地の価格の不当評価
２ 収用裁決された土地を利用できなかった損失
・府の工事のため収用対象地の利用が出来なかった損失

用地買収（収用裁決に係る評価額等）に関して、原告の主張に対して反論を実施していく。
平成３０年１月１７日 第３回口頭弁論期日【原告準備書面４】
次回、平成３０年２月１６日 第４回口頭弁論期日【被告反論（予定）】

○ 経過
平成２６年６月４日 事業認定告示
平成２６年１０月３０日 収用裁決申請
平成２８年２月２３日 収用裁決
平成２８年７月８日 原告から提訴
平成２８年８月２６日 第１回口頭弁論期日 ※原告側より、（本裁判に関連した）収用裁決に係る審査請求を
国土交通大臣あてに行っており、その結果が出てから、本裁判を進めたいとの提案があった。
平成２８年１１月２８日 期日【進行協議】
平成２９年３月６日 期日【進行協議】
平成２９年６月５日 期日【進行協議】
平成２９年８月７日 期日【弁論準備 原告準備書面１】
平成２９年９月２０日 期日【弁論準備 原告準備書面２】
平成２９年１１月８日 第２回口頭弁論期日【被告準備書面１、原告準備書面３】
平成３０年１月１７日 第３回口頭弁論期日【原告準備書面４】

※別途、収用裁決に係る審査請求の結果がＨ２９．３．３１付で出たことを受け、国他を相手に取消訴訟が提起
（Ｈ２９．９．７）され、平成３０年１月１７日の口頭弁論において弁論終結（判決日は追って連絡）。

次回、平成３０年２月１６日 第４回口頭弁論期日【被告反論（予定）】
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様式７の３（詳細）

27　大阪府
目細 費目 工 種 総 事 業 費 平成 29年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 30年度 整理 項目 数量 金額（千円） 債務額又は年割り額（百万円） 備考 優先

金 額 金 額 ま で 金 額 以 降 金 額 金 額 番号 債務義務額 義務的経費 その他金額 取得年度 H29 H30 H31 H32 H33 H34 順位

工事費 133,905,000 8,000,000 113,844,999 20,060,001 7,000,000

本工事費 43,550,000 6,848,000 29,027,561 14,522,439 4,747,000

ダム費 40,604,000 6,848,000 28,067,895 12,536,105 4,742,000 基礎掘削工 200,000 1

基礎掘削 1,780,000 ｍ3 110,000 H25 892 110 736

仕上掘削 26,500 ｍ2 45,000 H25 27 45 100 100 15 50

岩盤清掃 22,500 ｍ2 45,000 H25 27 45 100 100 15 50

法面保護 4,219 ｍ2 H25 800 264

材料山工 280,000 1

材料山掘削 265,900 ｍ3 200,000 H25 250 200 161 100 102

法面保護 6,422 ｍ2 80,000 H25 88 80 220 270 83

基礎処理工 120,000 1

ｶｰﾃﾝｸﾞﾗｳﾄ 7,088 ｍ 0 H25 0 130 130 130 286

ｺﾝｿﾘﾃﾞｰｼﾝｸﾞﾗｳﾄ 3,085 ｍ 0 H25 62 0 64

ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄｸﾞﾗｳﾄ 4,964 ｍ 90,000 H25 91 90 13 12 26 172

ｺﾝﾀｸﾄｸﾞﾗｳﾄ 2,233 ｍ 30,000 H25 15 30 13 12 23 68

堤体工 1,877,000 1

堤体盛立 2,225,000 ｍ3 1,877,000 H25 1550 1877 3260 3972 3007 3197

監査廊工 130,000 1

監査廊 16,500 ｍ3 130,000 H25 219 130 80 80 71

洪水吐工 455,000 1

105,200 ｍ3 455,000 H25 1488 455 245 30 264

閉塞工 0 2

場外排水路 1 式 H25 250 28

調査横坑 1 式 0 H28 49 0 18

諸工事 235,000 1

堤体変位計 109 基 12,000 H25 12 25 23 6 7

間隙水圧計 54 基 8,000 H25 8 22 22 4 6

残土処理 1 式 200,000 H25 230 200 333 370 450 335

堤体取付道路 1 式 15,000 H25 25 15 45 35 60 25

天端橋梁 1 式 H25 22 2

下流河川取付工 1 式 H25 332 37

試験湛水用ゲート 1 式 H25 32 300 37

小規模発電施設 1 式 H31 0 90 200 32

取水放流設備工 880,000 1

取水放流設備制作 1 式 300,000 H28 160 300 100 73

取水放流設備据付 1 式 580,000 H25 200 580 530 400 600 272

ダム用仮設備費 565,000 1

ｺﾝｸﾘｰﾄ製造設備 1 式 310,000 H25 310 310 255 155 355 185

電力設備 1 式 60,000 H25 105 60 75 75 75 48

給水設備 1 式 55,000 H25 90 55 55 55 55 38

濁水処理設備 1 式 140,000 H25 170 140 126 126 226 120

管理設備費 1,482,000 0 50,000 1,432,000 5,000 管理用建物

管理用建物 1 式 H32

通信用管理設備 5,000 2

通信設備 1 式 H32

電気設備 1 式 5,000 H31 5

仮設備 1,464,000 0 909,666 554,334 0 工事用道路工

道路工 1 式

平成30年度　安威川ダム建設工事年度別内訳及び実施内容（詳細版）



様式７の３（詳細）

27　大阪府
目細 費目 工 種 総 事 業 費 平成 29年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 30年度 整理 項目 数量 金額（千円） 債務額又は年割り額（百万円） 備考 優先

金 額 金 額 ま で 金 額 以 降 金 額 金 額 番号 債務義務額 義務的経費 その他金額 取得年度 H29 H30 H31 H32 H33 H34 順位

平成30年度　安威川ダム建設工事年度別内訳及び実施内容（詳細版）

測量設計費 10,190,000 416,000 9,910,933 279,067 333,000

333,000 水文調査

流量調査 1 式 H30 10 1

水質調査 1 式 H30 5 1

環境調査

モニタリング調査 1 式 H30 60 ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ、猛禽類 1

設計・検討・試験委託

グラウト解析 1 式 H30 49 1

岩盤スケッチ 1 式 H30 154 1

その他検討（引継等） 1 式 H30 1

周辺整備設計 1 式 H30 20 2

その他調査（測量等） 1 式 H30 28 明示等 1

道路設計(詳細） 1 式 H30 1

業務委託

業務委託 1 式 H29 60 現場監理業務 1

用地費及補償費 80,145,000 736,000 74,890,076 5,254,924 1,920,000

補償費 53,100,000 36,000 52,598,569 501,431 70,000 一般補償

用地取得 1 式 36

特殊補償

鉄塔移設 式 H27 0 北大阪線8号 1

鉄塔移設 式 H27 0 北大阪線6号 1

鉄塔移設 式 H28 0 大岩線 1

補償工事費 27,045,000 700,000 22,291,507 4,753,493 1,850,000 付替市道 1

橋梁下部工 1 式 H28 229 4号橋

橋梁下部工 1 式 H29 10 5号橋

橋梁下部工 1 式 H29 190 7号橋

橋梁下部工 1 式 H29 0 6号橋

道路工 1 式 H29 166 4号～5号区間

道路工 1 式 H29 49 6号～7号区間

橋梁上部工 1 式 H30 4号橋

橋梁上部工 1 式 H31 5号橋

橋梁上部工 1 式 H32 6号橋

橋梁上部工 1 式 H31 7号橋

道路工 1 式 H32 仮橋撤去等

道路工 1 式 H29 0 大岩本線

一般補償 1 式 H29 56 上面整備

船舶及機械器具費 20,000 0 16,429 3,571 0 輸送車

（事務費） 《1,671,000》 《30,000》 《1,536,086》 《134,914》 《30,000》 債務額又は年割り額（百万円） 備　　考

H29 H30 H31 H32 H33 H34

合　計 135,576,000 8,030,000 115,381,085 20,194,915 7,030,000 小　　計（事務費除き） 債務義務額 義務的経費 その他金額 工事債務 7970 7000 5888 6211 6129 6670

6,370,000 279,000 351,000 用地国債

合　　計（事務費除き） 合計 7970 7000 5888 6211 6129 66707,000,000



 安威川ダム事業計画概要図 
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基礎掘削工       1,780千㎥  200,000千円       

ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄｸﾞﾗｳﾄ工    4,946m    90,000千円   

ｺﾝﾀｸﾄｸﾞﾗｳﾄ工     2,233ｍ    30,000千円 

堤体盛立工      2,225千㎥  1,877,000千円 

監査廊工         16,500㎥   130,000千円 

洪水吐工         1式      455,000千円 

取水放流設備製作   1式      580,000千円 

取水放流設備据付   1式      300,000千円 

ｺﾝｸﾘｰﾄ製造設備    1式     310,000千円 

濁水処理設備      1式     140,000千円 

諸設備           1式     115,000千円 

H29年度まで 

H30年度実施 

H31年度以降 

凡   例 

ダム標準断面図(上流側⇒下流側） 
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コア― 上流側外部ロック 下流側外部ロック 上流側内部ロック 下流側内部ロック 

左岸道路 全体計画 Ｌ＝3.3km  

ダム軸縦断図（右岸側⇒左岸側） 
左岸側 右岸側 上流側 下流側 

堤体観測設備工 1式  20,000千円  

土捨場工     1式  200,000千円 

材料山掘削工   265,900㎥   280,000千円  

3号 4号 

10号 

9号 

8号 

7号 

6号 

5号 

2号 
1号 

付替市道 

  橋梁下部工 1式（4号橋、5号橋、6号橋）      千円 

 橋梁上部工 1式（4号橋）                千円 

 道路工    1式（4号橋～7号橋）          千円 

コア山 

特殊補償（鉄塔移設）   １式      千円 

基礎掘削 堤体盛立 

ロック材 
（購入） 



安威川ダム（大阪府）　アローダイアグラム（予定額あり）
安威川ダム全体工程 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

項　目 予定額（合計） 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 精算額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 1/4 2/4 3/4 4/4 予定額

基礎掘削工 基礎掘削 998 892 110

仕上掘削・岩盤清掃 54 90 200 200 30

法面保護 723 800 150

材料山工 材料山掘削 209 250 200 161 100

法面処理 91 88 80 220 270

基礎処理工 カーテングラウト 0 130 130 130

コンソリデーショングラウト 25 62

ブランケットグラウト 2 91 90 13 12 26

コンタクトグラウト 15 30 13 12 23

堤体工 堤体盛立 744 1550 1877 3260 3972 3007

監査廊工 監査廊 160 219 130 80 80

洪水吐工 洪水吐き 180 1488 425 200

30 45 30

閉塞工 場外仮排水路 250

調査横坑 113 49

諸工事 堤体観測設備 20 47 45 10

土捨場工 300 230 200 333 370 300

堤体取付道路 25 15 45 35 60

法面保護

天端付帯工 22

下流河川取付工 332

試験湛水用ゲート 32 300 170

小規模発電施設 90 200

取水放流設備工 取水放流設備据付（土木/設備） 153 200 580 80

取水放流設備制作 160

60 300 100

100 100

450 400 600

ダム用仮設備工 ｺﾝｸﾘｰﾄ製造設備 277 310 310 255 155 355

電力設備 43 105 60 75 75 75

給水設備 36 90 55 55 55 55

濁水処理設備 255 170 140 126 126 226

工事諸費 6670

管理設備費

管理用建物 管理用建物

通信警報観測設備通信、警報、監視、観測設備、曝気装置

電気設備 5

仮設備費

工事用道路工 道路工 150

35

工　　　種

本工事費

ダム費

28 29 30 31 32

1,170

1,059

3433

常用洪水吐き 

非常用洪水

放流設備制

取水設備据付 

取水設備制作 

ロック材ストック 先行盛立 

非常用 

放流設備据付 
設置 試験練 

運転 

鉄塔移設部切土 残土運搬、盛土 残土運搬 

盛土 

掘削 取水設備（躯体） 

政策・据付 

据付 

洪水吐き進入路 

橋梁工事進入路 

運転 運転 運転 運転 

建屋築造 設備設置 

グラウト 

（常用TN内部） 

調整 

103 

104 
105 

120 

121 

122 

123 

200 

201 

202 

204 

203 

205 

206 

303 

310 312 

321 

322 32

324 

325 326 

350 

352 353 

501 

402 403 404 

408 

50 504 

506 

505 507 

508 

509 511 510 512 

530 

531 

532 

533 

534 

535 536 

537 

538 

539 

540 

541 

542 

600 601 602 

603 

604 

605 

606 

651 

652 

653 

301 302 

堤体取付道路 

製作 

405 

311 

単位：百万円【共同費】 

調査・設計・試験 

用地・保安林・埋文関係 

積算・契約手続 

工 事 

凡  例 

【「予定額」欄】 

黒字：当該年度単費 

赤字：前年度からの繰越

（単位：百万円） 

厳 重 取 扱 注 意 

試 

 

験 

 

湛 

 

水 

調整 

制作・据付 

製作 製作 

下流取付 
408 409 

411 

撤去 

410 412 設置 

406 407 

414 415 

207 

124 

106 

試験湛水 
対策工 

607 

608 

製作 

１２万㎥ ２４万㎥ ３９万㎥ ６５万㎥ ６８万㎥ ５４万㎥ 

107 

仮橋の撤去後 
法面保護を実施 



安威川ダム（大阪府）　アローダイアグラム（予定額あり）
安威川ダム全体工程 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

項　目 予定額（合計） 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 精算額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 予定額 1/4 2/4 3/4 4/4 予定額

35

工　　　種

28 29 30 31 32 3433

単位：百万円【共同費】 厳 重 取 扱 注 意 

測量設計費

水文調査 15 15

環境調査 50 60

設計・検討・試験委託 288 281

業務委託 39 60

用地費及補償費

補償費

一般補償 20 36

特殊補償 鉄塔移設

　北大阪線（8号鉄塔）

　大岩線（No.3～No.7） 409 0

補償工事費

付替市道 橋梁上部工 282

　（左岸道路） 橋梁下部工 255 370

道路工 283 274

188 49

180

112

54

10

28

21

269 190

193

124

0

付替市道（大岩本線）道路工

一般補償 56

船舶及機械器具費、事務費 1,659 30 30 0 0 0 0 0 0

合　計　額 153,600 6,230 8,030 7,000 7,860 7,928 7,743 7,200 491

10,190

52,957

24,292

橋梁工事進入路 

流水調査・水質調査 

モニタリング 

流水調査・水質調

モニタリング 

流水調査・水質調査 

モニタリング 

流水調査・水質調査 

モニタリング 

グラウト解析 

岩盤スケッチ 

設備設計 

周辺整備設計 

道路設計（詳細） 

その他検討 

 堆砂、水質ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

 管理照明 

その他調査 

 測量等 

グラウト解析 

岩盤スケッチ 

施設設計 

グラウト解析 

岩盤スケッチ 

グラウト解析 

岩盤スケッチ 

周辺整備設計 

調査・設計・試験 

用地・保安林・埋文関係 

積算・契約手続 

工 事 

凡  例 

【「予定額」欄】 

黒字：当該年度単費 

赤字：前年度からの繰越

（単位：百万円） 

試 

 

験 

 

湛 

 

水 

7号橋 

P１,A2 
A1 

6号橋 
A2 

4号橋 
P3,P4,A2 

4号橋 
A1,P1,P2 

5号橋 
A1,P1,P2,A2 

4～5号間 
仮橋・土工 

6号橋 
A1,P1 

土工・補強土 6～7号間 
土工 

7号橋 
張出施工 

4号上部 
製作 

4号上部 
架設 

5号橋仮橋 
5号上部 

製作 
5号上部 
架設 

6号上部 
製作 

6号上部架設 

6号橋 
仮橋 

9号橋 

10号橋 

5～6号間 
土工 

仮橋撤去 

仮橋撤去 

4号橋仮橋 801 

用地取得 用地取得 

701 702 

703 

802 

803 

804 

807 

809 808 810 

811 

812 813 

814 

815 

816 

817 818 

819 820 

821 822 

823 

824 

825 

826 

827 

828 

829 
830 

831 

832 

833 

834 
835 

836 

837 838 

839 840 

841 842 

843 

844 

上面整備 845 846 

流水調査・水質調査 

モニタリング 

流水調査・水質調査 

モニタリング 

グラウト解析 

岩盤スケッチ 

流水調査 

モニタリング 

水質調査 

試験湛水 

データ解析 

流水調査 

モニタリング 

水質調査 

試験湛水データ解析 

１契約で施工 

施設設計 

周辺整備設計 
周辺整備設計 

操作規則検討 

グラウト解析 

岩盤スケッチ 

周辺整備設計 

操作規則検討 

仮橋の撤去後 

貯水池内の法面保護を実施 
 ⇒試験湛水 



本体工撮影箇所図 

1 2 

3 



　         　

　

　27 大阪府　安威川ダム　　本体工

堤体左岸側 

  ① 施工箇所（基礎掘削状況：右岸側より） 

堤体右岸側 

  ② 施工箇所（基礎掘削状況：左岸側より）    

右岸側 

左岸側 

③ 施工箇所（ダムサイト；上流側より） 



左岸道路 撮影箇所図 

1 

2 

3 

4 



　         　

　

　27 大阪府　安威川ダム　　左岸道路

① H29施工箇所 ７号橋（P1橋脚） ② H29施工箇所 ４号橋仮橋 

③ H30実施予定箇所 ６号橋 

A2橋台 
A1橋台 

P1橋脚 

仮橋 

６号橋 
５号橋 

A1橋台 A2橋台 

P2橋脚 

④ H30実施予定箇所 ５号橋～６号橋 

P1橋脚 

仮橋 



特殊補償 撮影箇所図 

1 

3 

2 



1/1

①　大岩線　No.3～6　鉄塔 ②　大岩線　No.3～5　鉄塔

③　大岩線　No.5～6　鉄塔

27大阪府　安威川ダム　　特殊補償（鉄塔移設）　　

No.3鉄塔 

  〇 

No.4鉄塔 

  〇 

 

  〇 

No.5鉄塔 

   

No.6鉄塔 

  

No.5鉄塔 

   

 

  〇 

新No.5鉄塔 

   

No.4鉄塔 
 

  〇 

 

   

No.8鉄塔 

   新No.5鉄塔 

新No.6鉄塔 新No.4鉄塔 

No.5鉄塔 

No.6鉄塔 

No.4鉄塔 

No.3鉄塔 



残土処分地 撮影箇所図 

2 

3 

1 

4 



　　　①　付替大岩川 　　　③　盛土事業（Ｈ30年度）

　　　⑤　ほ場整備事業（Ｈ30年度）

　27 大阪府　安威川ダム　残土処分地　

土捨場 

全景 

② H29施工実績 上面整① H29施工実績 土捨場工 

③ H30実施予定箇所 土捨場
④ H30施工実績 上面整

1 2 

3 

4 



1/2

アジメドジョウ ① オオタカ ②

オオサンショウウオ ③ カワガラス ④

27大阪府　安威川ダム　　　　　自然環境調査　　



2/2

フクロウ ⑤ ムギツク ⑥

ヤマセミ ⑦

27大阪府　安威川ダム　　　　　自然環境調査　　



 安威川ダム（堤体工） 

・ダム堤体の盛立てを進捗するもの。 

ダム標準断面図(上流側⇒下流側） 

設計洪水位 ＥＬ=128.9m 

常時満水位 ＥＬ=99.4m 

サーチャージ水位 ＥＬ=125.0m 

堆砂位 ＥＬ=90.2m 

ダム天端 ＥＬ=131.5m 

ＥＬ=55.0m 

ＥＬ=65.0m 

H
=

7
6
.5

m
 

コア― 上流側外部ロック 
下流側外部ロック 

上流側内部ロック 下流側内部ロック 

ダムサイト 

大岩建設発生土
受入地 

コア山 

1号 

2号 
3号 

4号 

5号 
6号 

7号 

8号 

9号 
10号 

11号 



 安威川ダム（基礎処理工） 

・堤体基礎地盤についての基礎処理の進
捗を図るもの。 

ダムサイト 

大岩建設発生土
受入地 

コア山 

1号 

2号 
3号 

4号 

5号 
6号 

7号 

8号 

9号 
10号 

11号 

右岸側 

左岸側 

コア敷 



 安威川ダム（材料山工） 

・堤体材料（コア材）の採取を行うもの。 

ダムサイト 

大岩建設発生土
受入地 

コア山 

1号 

2号 
3号 

4号 

5号 
6号 

7号 

8号 

9号 
10号 

11号 

コア山 



 安威川ダム（水文調査・モニタリング）1/2 

・ダム湖周辺や下流域の環境保全を目的とした水文調査、モニタリング調査を実施するものである 



 安威川ダム（水文調査・モニタリング）2/2 

・流量 
・水温 
・濁度 
・透視度 
・溶存酸素（DO) 
・水素イオン濃度（ｐH） 
・生物化学的酸素要求量（BOD) 
・化学的酸素要求量（COD) 
 

環境要素 対象項目 調査項目等 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水質 濁度、ｐH等 水文調査
定期的に実施

潜水目視調査

採取調査

工事着手前調査
必要時期に実施

左岸ビオトープ調査

工事着手前調査
必要時期に実施

左岸ビオトープ調査

移植植物・注目種調査

猛禽類調査

フクロウ類調査

カワガラス・ヤマセミ・カワセミ調査

陸上昆虫類 工事着手前調査
必要時期に実施

工事着手前調査
必要時期に実施

左岸ビオトープ調査

オオサンショウウオ調査

昆虫類・両生類

生物

魚類

底生生物

植物

鳥類

・浮遊物質量（SS） 

・全窒素 
・全りん 
・全亜鉛 
・クロロフィル 
・溶解性CODＭｎ 
・りん酸性りん 
・アンモニア性窒素 
 

・水銀及びｱﾙｷﾙ水銀 
 その他の水銀化合物 
・ふっ素及びその化合物 
・ほう素及びその化合物 
・セレン及びその化合物 

■水文調査測定内容 各地点で下記のうち必要な事項について測定 

・亜硝酸性窒素 
・硝酸性窒素 

・粒度分析試験(単位；回） 
・沈降試験（単位；回） 
・カドミウム及びその化合物 
・鉛及びその化合物 
・六価クロム化合物 
・砒素及びその化合物 

 

■水文調査、モニタリング実施計画 



 安威川ダム（特殊補償） 

・ダム建設の支障となる電線鉄塔についての移設
等の補償の推進を図るもの。 

No.7施工済 

No.8新設 

No.6補強 

No.4 

No.5 

No.3G1 

No.5新設 

北大阪線 
（275KV) 

大岩線 
（77KV) 

No.4新設 

No.6新設 

大岩 
残土処分地 

ダムサイト 

大
岩
線

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０Ｈ２７ Ｈ３１ Ｈ３２

北
大
阪
線

No.8移設

No.3G1撤去
No.4移設
No.5移設
No.6移設

Ｎｏ.6補強
補強工事

調査・測量

設計

仮鉄塔・新鉄塔工事

仮鉄塔・新鉄塔

補強工事
調査

測量

設計

調査

測量

設計



 安威川ダム（左岸道路） 

ダムサイト 

大岩建設発生土
受入地 

コア山 

1号 

2号 
3号 

4号 

7号 

8号 

9号 
10号 

11号 

・Ｈ２２年９月に付替府道を供用開始したことに伴い、旧府道を廃道した。左岸側へのアクセスは、
旧府道から分岐する市道が３路線存在する。旧府道の廃道後も左岸側へのアクセスを確保する必
要があるため、生活再建対策として左岸道路の事業進捗を図るもの。  

左岸道路 計画延長：L=3.3km 

H22.9：付替府道の供用開始 

（伴って旧府道は廃道） 

H30 実施個所 

 ４号橋：下部工（A1,P1,P2）、上部工（製作） 
 ５号橋：下部工（A1,P1,P2,A2） 
 ６号橋：下部工（A1,P1,A2） 

6号 
5号 



・監査廊、洪水吐き、取水放流設備の進捗を図るもの。 

ダムサイト 

大岩建設発生土
受入地 

コア山 

1号 

2号 
3号 

4号 

7号 

8号 

9号 
10号 

11号 

6号 
5号 

安威川 

洪水吐工 

監査廊工 

取水放流設備工 

ダムサイト 

常用洪水吐 

非常用洪水吐 取水放流設備 

高槻市 

7号 

6号 

5号 

2号 
1号 

非常用洪水吐 

常用洪水吐 

監査廊工 

 安威川ダム（監査廊・洪水吐き・取水放流設備） 


